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１．概要 

 

    本機は、ひずみゲージ式ロードセルのアンプです。圧力、重力センサ－からの信号を２０００分１精度で

圧力値又は、重量値として表示します。     

    以下の様な特長を持っています。                                              

                                        

 

     特 長     

 

      ・ 軽量、小型サイズ。                   

 

         ・ オートゼロワンタッチ操作。                                           

                                                                                              

         ・ 見易い、ＬＥＤ表示。                                             

 

         ・センサーのケーブル断線を検知する事が可能です。 

                                                                                               

         ・ コンパレータ出力を２つ用意しており、上限、下限検知及び、上上限、下下限も容易にしました。

                                                               

     

 

２．性能及び仕様 

 

  ２－１ 型式 

           ＭＸ－７Ｄ－□－Ｄ２４ 

     Ｕ:Ｕタイプ  上限、上上限設定 

     Ｇ:Ｇタイプ  上下限設定 

     Ｄ:Ｄタイプ  下限、下下限設定 

 

 

                                 

                                 

                       

    ２－２ 表示部 

 

         文字高さ １０ｍｍ   赤色ＬＥＤ 最大 ４桁表示                   

 

              ① 表示値  －１９９９～９９９９（最大１／２０００精度） 

                           

                                  

    ２－３ 検知機能 

 

               ① 検知方式 

                  ２ｃｈ設定（下限、下下限検知、及び、上限、上上限検知、上下限検知）      

 

               ② 検知出力 

                   ・フォトカプラ出力、オープンコレクタ出力、３０Ｖ耐圧、３０ｍＡ ｍａｘ 

 

               ③ 検知出力ヒステリシス幅 ３ｄｉｇ 
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    ２－４ アナログ部 

 

            ① ロードセル印加電圧      ＤＣ５Ｖ±５％／約１０ｍＡ 

 

            ② ｾﾝｻ-ｺﾈｸﾀ入力インピ－ダンス  １０ＭΩ 

 

            ③ 最大計測電圧         １０ｍＶ（２ｍＶ／Ｖ×５Ｖ(印加電圧)の場合） 

 

            ④ Ａ／Ｄ変換部         逐次比較型 変換速度１０ｕｓ                  

                        

                   

    ２－５ 一般仕様 

 

！    ① 電源       ＤＣ２４Ｖ±１０％／２００ｍＡ  使用電源に関しては電流制限付き 

                             電源を使用すること。 

 

            ② 重量       約５００ｇ 

 

            ③ 使用温度範囲   ５～４０℃ （屋内） 

 

            ④ 使用湿度範囲   ８０％ｒｈ以内 （但し、結露しない事）                         

 

      ⑤  使用環境     設定環境 ：１ 

                  汚染度  ：２ 

 

            ⑥ 外形寸法     Ｈ３６×Ｗ７２×Ｄ１０８ （但し、接続コネクタ、取付金具含まず） 

 

            ⑦ パネルカット寸法 Ｈ３４×Ｗ６８ 

 

 

    ２－６ 付属品 

 

               ・取付金具        １ヶ 

                                       

               ・取付用ビス       ２ヶ 
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３．操作方法 

３－１ フロントパネル機能                                                                   

 

                                                      

                                               

                                                      

                                               

                                                      

                                               

  

                                                      

                                                      

         

① ⑤
③

④
⑥
②
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   ①.  表示部                                       

                        ＭＸ－７Ｄが計測したデータや各種設定時のデータ、極性を表示します。        

                                                                                                 

      ②.  オートゼロスイッチ                                                           

                        （ａ）オ－トゼロスイッチ動作（計測表示時）                                 

                       計測時には、オ－トゼロスイッチとして動作し、①表示部を０に補正します。 

                    （ｂ）リミッタ－設定値から計測値への表示切り換え動作（リミッタ－設定表示時） 

                      リミッタ－設定表示時に、オ－トゼロスイッチを押すと設定値から計測値へ表

示を切り換えます。                                                 

                                                                                                  

     ③.   Ｈｉスイッチ                                                                 

                    （ａ）計測値からＨｉリミッタ－設定値へ表示を切り換えます。                 

                          一度押すと、⑤Ｈｉリミッタ－ランプが点滅し、Ｈｉリミッタ－設定値へ    

                           表示が切り変わります。                                                 

                     （ｂ）再度Ｈｉスイッチを押すと、設定値が増加し、Ｌｏスイッチを押すと減少し、 

Ｈｉリミッタ－を設定します。                                       

                       ※設定値を登録する時は②オ－トゼロスイッチ（②－(ｂ)の機能）を押します。

                                                                                                  

     ④.   Ｌｏスイッチ                                                                        

                      ③Ｈｉスイッチと同様に、一度押すと⑥Ｌｏリミッタ－ランプが点滅し、          

                        Ｌｏリミッタ－設定値へ表示が切り変わり、再度Ｌｏスイッチを押すと、         

                     設定値が減少し、Ｈｉスイッチを押すと、設定値が増加します。  

 

⑤.   ＨｉリミットＬＥＤ                                                               

                      Ｈｉリミッタ－設定値≦計測値のとき、ＬＥＤが点灯し、フォトカプラ出力     

                         が動作します。                                                            

                        ※Ｈｉリミッタ－設定値を表示しているときは点滅します。                 

                                                                                              

      ⑥.   ＬｏリミットＬＥＤ 

                   Ｌｏリミッタ－設定値≧計測値のとき、ＬＥＤが点灯し、フォトカプラ出力   

                        が動作します。                                                          

                          ※Ｌｏリミッタ－設定値を表示しているときは点滅します。                   

                                                                                                  

  注意： 本機は、リミッタ－のヒステリシスを３ｄｉｇ設定しているため、一度リミッタ－が             

        動作すると３ｄｉｇのもどりがなければ、リミッタ－が解除されません。      
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３－２ 背面パネル接続                                                                        

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

                                                       

                  

+ - OUT COM COMOUT

F.G IN

DC24V Hi Lo

① ②

b ca

③

         ①センサ－コネクタ－                                                                    

         センサ－ケ－ブルを接続します。センサ－側コネクタ－は以下の表をもとに配線接続して下さい。 

          適合コネクタ－  多治見無線  Ｒ０５－ＰＢ５Ｍ                                         

        

        

        

        

        

        

        

  

   

   

ＮＯ ピン      信 号 名         備  考   

  

   

  

   

   

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 ５ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

 Ｄ 

 Ｅ 

信号入力（＋）  ＳＩＧ＋ 

信号入力（－）  ＳＩＧ－ 

印加電圧（Ｈ）  ＥＸＧ＋ 

印加電圧（Ｃ）  ＥＸＧ－ 

シ－ルド       Ｓｈｉｅｌｄ 

 ロ－ドセル接続色  緑又は水色 

 ロ－ドセル接続色  黒又は青 

 ロ－ドセル接続色  赤又は茶 

 ロ－ドセル接続色  白又は透明 

 シ－ルド線 

 

 

 

 

 

                                                                                            

         ②Ｆ．Ｇ端子                                                            

            フレ－ムグランド端子です。ア－スに接続して下さい。                        

 

      ③入出力端子台                                                          

+ - OUT COM COMOUT

F.G IN

DC24V Hi Lo

b ca

                      

  ａ 電源ＤＣ２４Ｖ 入力端子                                            

                          ＤＣ２４Ｖ電源を接続して下さい。                                         

                        ｂ Ｈｉリミッタ－出力端子                                                

                Ｈｉフォトカプラ出力になります。   

 

                        ｃ Ｌｏリミッタ－出力端子               

                 Ｌｏフォトカプラ出力になります。  
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４．４－２０ｍＡ出力背面接続 

 

４～２０ｍＡ出力仕様（オプション）追加時の背面端子接続について、４～２０ｍＡ出力仕様が追加 

されている場合、下記の図の様に背面の出力及び接続が変わります。 

 

 

① 背面パネル接続 

 

                                        

                            

+ - OUT COM OUT

F.G IN

DC24V Hi Lo
4-20

Lo側の端子部が

4-20mA出力になります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 接続例 

 

端子台内部接続

4-20mA出力42
UO T O U T

C O M L oiHD VC

４－２０
42

NIF . G

T-+ O UC O MU TO
iH L oD VC

フレームグランドへ

4-20mA出力

Ｌｏ側リミッター出力

Ｈｉ側リミッター出力

シーケンサ等へ接続

ＤＣ２４Ｖ

ＧＮＤ

 

注）４～２０ｍＡのリターンは、ＤＣ２４Ｖマイナスへ接続して下さい。 
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５．リミッタ－動作 

 

５－１．リミッター動作、及びヒステリシスについて 

        本機には、Ｈｉ、ＬＯの２種類のリミッタ－出力があり、それぞれ下図の様な動作をします。 

リミッター動作は、ノイズ等による誤動作を防止するため３ｄｉｇｉｔのヒステリシス特性を 

持たせてあります。３ｄｉｇｉｔ以上の戻りがないとリミッター動作は復帰しません。 

 

・Ｕタイプ 

     

3d
ig

3d
ig

ＯＮ ＯＦＦ

Loﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

ＯＦＦ ＯＦＦＯＮ

Hiﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰

荷重指示値

Lo側ﾘﾐｯﾀｰ動作

ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ

Loﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

ＯＦＦ ＯＦＦＯＮ
Hi側ﾘﾐｯﾀｰ動作

Lo側設定値

Hi側設定値

Hiﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰
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・Ｇタイプ 

荷重表示値

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ動作

Hi側設定値

Lo側設定値

3d
ig

3d
ig

Lo側ﾘﾐｯﾀｰ動作

Hi側ﾘﾐｯﾀｰ動作

ＯＮ ＯＮ

ＯＮ ＯＮＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦＯＦＦ

ＯＦＦ

 

・Ｄタイプ 

Loﾘﾐｯﾀｰ復帰

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰

Hiﾘﾐｯﾀｰ動作Hiﾘﾐｯﾀｰ動作

Hiﾘﾐｯﾀｰ復帰

ＯＦＦ

ＯＦＦＯＮＯＦＦＯＮＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮＯＮ

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

Loﾘﾐｯﾀｰ復帰

Loﾘﾐｯﾀｰ動作

荷重指示値

Hi側ﾘﾐｯﾀｰ動作

Lo側ﾘﾐｯﾀｰ動作

3d
ig

3d
ig

Lo側設定値

Hi側設定値
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５－２．リミッタ－設定方法 

         リミッタ－の設定方法を説明します。    

 

 

 

            Ｈｉ側（上限検知）のリミッタ－を設定する場合 

            Ｈｉスイッチを押します。（Ｌｏ側設定の場合  

       Ｌｏスイッチを押します。） 

                                                         

 

 

            ＨｉリミットＬＥＤが点滅し、表示部に現在の       

                設定値が表示されます 

           （Ｌｏ側設定の場合、ＬｏリミットＬＥＤ点滅し、   

       設定値を表示。） 

 

 

 

            Ｈｉスイッチ又は、Ｌｏスイッチを押して、  

            表示を増加又は、減少させ設定値を合わせます。   

       

 

 

 

            Ｈｉスイッチ又はＬｏスイッチを押し続けると 

            連続に増加、又は減少します。       

 

 

 

 

 

 

            設定が終了したら、ゼロスイッチを押して、表示を  

            計測値に戻します。 

            この時、ＬＥＤの点滅が止まり、計測を開始します。 

            以上でリミッタ－の設定が完了にしました。 

            計測値が設定値に到達すると、ＨｉリミットＬＥＤ 

            又は、ＬｏリミットＬＥＤが点灯し、各出力が動作 

            します。 
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６．マッチング方法 

 

    通常センサーとセットで購入いただいた場合は、工場にてマッチングを行っているため本作業の必要は 

ありません。 

マッチングは重量センサーを使用する場合は基準分銅を、圧力センサーを使用する場合は基準加圧器を、

あらかじめ用意しておき以下の手順でおこないます。 

   （ここでは重量センサー５０Ｋg、基準分銅５０(Ｋg)が用意されているものとして説明を行います） 

 

 

 

        Ｌｏスイッチを押しながら電源を投入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌｏスイッチは“ＣＡＬ”の 表示が出るまで 

押し続けます。 

        

        

        

 

    表示が“０ｄｉｎ”になったら、５秒ほど 

ランニングします。 

 

 

 

 

 

                     

        次にセンサ－側をゼロの状態（無負荷）にし、 

        ゼロスイッチを押します。 

 

 

 

 

           

           

        表示が“＿ ＿ ＿ ＿”を表示し、 
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          “ＳＰｎ”表示の後                       

 

 

                                                         

          設定スパンを表示します。               

 

 

 

 

 

           スパン設定は常にセンサ－の定格に合わせる      

          様にして下さい。スパン値は、Ｈｉ、Ｌｏスイッチ  

         を押すことにより増加、又は減少します。 

 

 

 

 

          スパン設定後、センサ－にスパン設定値と  

           同じ荷重を加え、ゼロスイッチを押します。       

                                                      

      注）ＭＸ－７Ｄは計測表示中にスパン設定値に対し      

        １２０％以上の負荷がかかると“Ｅｒｒ”表示します。

  

 

 

           表示“＿ ＿ ＿ ＿”を表示し、 

  

  

 

 

           ｄＰｉｎ”表示後                     

 

 

 

             

 

           小数点表示位置の設定になります。 
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       Ｈｉスイッチを押すと小数点位置が移動しますので、    

      所定の位置へ合わせます。表示例では“５．００”→     

    “０．５００”→“５００”→“５０．０”→“５．００” 

      の様に移動しますので、ここでは５０．０Ｋｇ表示なの   

     で“５０．０”の位置へ合わせます。 

 

 

 

 

       ゼロスイッチを押します。 

 

 

 

 

 

 

       表示が“ＣＥｎｄ”→“Ｅｎｄ”を表示し、           

     計測が開始になり設定終了です。 
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７．外形図 
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８．取り扱い方法 

 

  ８－１．接続及び一般的注意 

 

        ・本機を使用する場合の周囲温度は、０～４０℃の範囲で御使用下さい。 

          又、電機部品に有害な化学薬品やガス類の無い場所で使用して下さい。 

 

        ・本機は自然空冷方式ですので、発熱体の上に置いたり、積み重ねて使用しないで下さい。 

          又、できるだけ通風性の良い環境でご使用下さい。 

 

        ・振動、衝撃がかからないように取り扱いをお願いいたします。 

 

 

 

 

！警告！ 

    電源投入されている時に、端子台に触れると感電し、事故の原因になります。 

    電源投入前に必ず端子台カバ－を取り付けてからご使用下さい。 

 

 

  ８－２．取り付け方法 

 

本機はパネル埋め込み型の表示機です。 

           下記の手順でパネルに取り付けて下さい。  

 

            ①パネルカット寸法の穴を開ける。 
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法寸トッカルネパ
 

 

 

 

 

 

 

             ②取り付け金具を外し、パネルへ差し込みます。 

 

 

体本Ｄ－ＸＭ ７

ルネパ

む込し差

具金け付り取
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              ③裏から取り付け金具で締め付け表示機を固定します。 

 

 

体本Ｄ－ＸＭ ７

ル

取 具金け付り

スビ用け付り取

ネパ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ※パネル取り付け用ビスは標準で（Ｍ３×８）を使用していますが、パネルの        

         厚さが２ｍｍを超えるものは取り付けビス（Ｍ３×１０）に変更して下さい。 

        但し、首下長さが１０ｍｍ以上のビスは、締めこんだ際に、製品内部の部品に当たる可能性が

あり故障の原因となりますので、使用しないで下さい。 

 

 

 

９．保証                                                                                   

                                                                      

    本機は、正常な使用状態で発生する故障についてお買い上げ日（納入日）より１年間の 

   無償修理を致します。                                                              

    尚、保証期間内でも以下の場合は有償修理となります。                                      

      

   １．火災、天災、異常電圧等による故障、損傷。                                 

   ２．不当な修理、調整、改造された場合。                                       

      ３．取り扱いが不適当のために生ずる故障、損傷。                               

      ４．故障が本製品以外の原因による場合。                                       

                                                                    

                                                                                   

    

  ・お断り 

形式、名称、仕様等の記載内容については、予告なく変更する事がありますので 

あらかじめ御了承下さい。 

 

 

 


